
置賜森林管理署

タ イ ト ル 平成25年度ナラ枯れ被害木対策研修会

実 施 年 月 日 平成２５年９月１３日（金）

実 施 場 所 山形県西置賜郡小国町 「アスモ」

局署：東北森林管理局、山形森林管理署、山形森林管理署最上支署、
参 加 者 置賜森林管理署 ２０名
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羽黒自然保護官事務所、飯豊少年自然の家、小国山岳会、
小国町、長井市、南陽市、川西町、小国森林組合、
西置賜ふるさと森林組合、山形水源林整備事務所、東北電力、
東北水力地熱、日本森林技術協会、置賜総合支庁、
山形県森林研究研修センター ２６名

計 ４６名

【取組の概要】
置賜地域はナラ枯れの激害地で、平成22年をピークとして被害そのものは減少してい

るが、今後被害木の転倒、幹折れ、落枝による二次被害が危惧されている。危険性や対
策、メカニズムを広く周知するため置賜森林病虫害対策協議会の事務局である置賜総合
支庁及び山形県森林研究研修センターと共催し、行政、林業関係者、公益事業者、森林
の利用者等を対象に研修会を開催した。
置賜森林管理署、置賜総合支庁森林整備課、山形県森林研究研修センターがナラ枯れ

被害の推移、状況、二次被害の危険性、対策について報告した。
置賜森林管理署からは、腐朽したナラ枯れ被害木の伐倒をビデオで紹介し、処理を行

う際の留意事項を注意喚起するとともに、小国町等と連携した住民への注意喚起の事例
を報告した。
置賜総合支庁からは、民有林における被害対策と事業内容、補助事業について報告が

あった。
山形県森林研究研修センターからはナラ枯れ被害の原因と防除対策、危険対策につい

て包括的かつ専門的な知見の報告があった。

【取組の成果】
ナラ枯れの被害状況、ナラ枯れの危険性等研修会の内容について新聞報道があった。

【出された意見】
ナラ枯れによる倒木が増えている事例が報告され、経年変化の模式図が理解されやす

いこと、看板等を使った注意喚起が有効である。
施設の管理者から、危険木処理の主体について質問があり、国有林の貸付地について

は、基本的に契約者が実施することを回答した。
ナラ枯れ防止対策についての質問があった。
ナラ枯れ転倒等で生じたかかり木の処理の是非について質問があった。

【今後の課題】

山岳団体等森林を利用する団体、森林に隣接する施設の管理者、機関等への危険性の
周知は完了したが、山菜採取者等個人レベルで入山する者、登山･観光客等非居住者への
危険性の周知が今後の課題である。
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置賜森林管理署の報告 被害のピークから危険への推移

置賜総合支庁森林整備課の報告 既に危険木が大量に存在

山形県森林研究研修センターの報告 小国町、置賜総合支庁と連携し
地域住民に危険性を周知


